
ＢＯＣＨＯ１のユーザーの皆様へ

ＢＯＣＨＯ１をご利用いただき心から感謝申し上げます。 

この度、「ＢＯＣＨＯ１ Ver４.０」を発売することとなりました。ユーザーの皆様からの強いご要

望により、「雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編-(社)雨水貯留浸透技術協会」に基づく浸透施

設の設計機能を追加するとともに、熊本県のピークカット方式・三重県の降雨パターンに対応する

等、多くの機能強化を図りました。浸透施設を扱う機会の多いユーザー様には必携のツールとして

特におすすめの新バージョンです。是非ご検討くださいますようご案内申し上げます。 

ＢＯＣＨＯ１ for Windows32（Vｅｒ３．5）から改良した機能 

１．厳密解法による洪水調節計算において 

（１）「雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編-(社)雨水貯留浸透技術協会」に基づく浸透施設の設計機

能を追加 

これまで、調節池の前に浸透処理区域がある場合等(右図)、浸透処理
区域のデータ入力に際して、不必要な池の条件等を入力する必要があ

りましたが、今回、浸透施設単独の設置ができるように改良しました。

公園、テニスコート、運動場の地下に浸透トレンチや浸透ます、プレ

キャスト式雨水地下貯留浸透施設を設置する場合などに対応しまし

た。

浸透施設、調節池等複数施設はこれまでと同様、自由自在に設定可能

です。

さらに、調節池内に設置する浸透施設も本指針に基づいて設計できる

ように改良しました。

①単位設計浸透量(Qo)と単位空隙貯留量の計算

Qo=ko×Kf×C1×C2 ko:土壌の飽和透水係数 

Kf:導入施設の比浸透量 

C1,C2:影響係数 

Kf の値は、本指針の算定式で自動計算します（水頭等によって変化）。 

浸透施設は、浸透池、透水性舗装、浸透トレンチ、円筒ます(側面・底面浸透、底面浸透)、正方形

ます(側面・底面浸透、底面浸透)、矩形ます(側面・底面浸透)、大型貯留浸透施設(側面・底面浸透、

底面浸透)の計算が可能です。 

単位空隙貯留量は、導水管の本体貯留量および空隙貯留量を計算します。 

上記施設の中で、必要な施設データを入力すれば、その分が全部印刷されます。 

 

（防災調節池の設計）ＢＯＣＨＯ１ ｆｏｒ Wｉｎｄｏｗｓ３２（Vｅｒ４．０）

雨水流出抑制施設の総合設計システム
ＢＯＣＨＯ１Ｖｅｒ４．０をご案内します。

「雨水浸透施設技術指針(案)調査・計画編」((社)雨水貯留浸透技術協会)に完全対応 



データ入力例【全浸透施設入力の場合】 

出力例【大規模貯留浸透施設(側面・底面浸透)のみの場合】 



②浸透施設の計算

イ．洪水追跡計算により施設規模を決める場合(厳密解法で使用)

○浸透量の算定手法

有効降雨モデル、一定量差し引きモデル、貯留浸透モデルの中から選択可能です。 

○浸透施設の計画諸元の入力

次の２通りに対応。

ⅰ 浸透施設規模、単位設計浸透量、単位施設の空隙貯留量、設計水頭を入力し、統合したモデル

施設の諸元を求める。 

ⅱ 設計浸透量、総空隙貯留量、設計水頭を入力し、統合したモデル施設の諸元を求める。 

○統合モデルごとに１池として入力します。調節池との併用計算も一度に簡単にできます。また、

調節池単独計算を行えば、その比較も可能です。

○データ入力例

○出力例



 

 

ロ．洪水追跡計算を行わないで施設規模を決める場合(簡便計算) 

本指針に基づく計算を行います。 

○出力例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③調節(整)池内に浸透施設を設置する場合(厳密解法で使用) 

これまで、調節池内に設置できる浸透施設は浸透トレンチ等でその一部でしたが、今回、本指針を参考

に、次の６モデルを必要な数量分、任意の敷高にセットできるようにしました。(浸透池は底面積を、

トレンチは長さを、ますは個数を入力可) 

 

 

データ入力例（トレンチ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一定量差引モデルの他は、本指針の単位設計浸透量の計算式を使用して自動計算されます(水頭等によ

って浸透量が変化)。 

○一定量差引モデル 

○浸透池(底面浸透)－砕石空隙貯留浸

透モデル 

○中小型浸透施設 浸透トレンチ－砕石

空隙貯留浸透モデル 

○中小型浸透施設 円筒ます－砕石空

隙貯留浸透モデル 

○中小型浸透施設 矩形ます－砕石空

隙貯留浸透モデル 

○大型貯留浸透施設 矩形ます－砕石

空隙貯留浸透モデル 



 

 

出力例（円筒ます） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）円形オリフィスの計算における改良 

これまで、円形オリフィスの計算は、その断面の中心と断面積を同じくする矩形オリフィスに換算してい

ましたが、換算しないでそのまま計算できるようになりました。 

水位 H≧HL(敷高)+1.8×R(直径)の時は、円形小形オリフィスの式、水位 H≦HL(敷高)+R(直径)の時は、

微小オリフィスの集合体として、その間は両者の直線近似で計算しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）貯留関数法等、別ソフトで計算した放流量の BOCHO1 ハイドロファイル(.hdg)への読み込み 

データを直接入力する機能を追加しました。もちろん、エクセル等のデータを貼り付けすることもでき

ます。入力データはファイル登録し、再度読み込むことも可能です。 

 

（４）「開発許可申請に伴う調節池設置基準(案)」(熊本県土木部河川課)によるピークカット法への対応(オプ

ション) 

許容放流量以上の流入量を調節池に貯留する方法です。考え方は次のとおり。 

 

① Qin(t)-Qc≧0 の場合 V:調節池貯留量(㎥) 

Vz(t)={Qin(t)-Qout(t)}×Δt Vz(t):任意時間における調節容量(㎥) 

 Qin(t):任意時間における流入量(㎥/s) 

② Qin(t)-Qc＜0 の場合 Qout(t):任意時間における放流量(㎥/s) 

Vz(t)=0 Qc:許容放流量(㎥/s) 

V=Vz(1)+ Vz(2)+ Vz(3)+・・・・・ Δt:計算ピッチ(s) 

 
（５）近畿地方整備局で使用されている降雨強度式に対応(オプション) 

近畿地方整備局では、降雨強度式            が使用されています。 
 mnbt
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（微小オリフィスの集合で計算する　BL： 幅 ｄZ：高さ Z：水位-オリフィス間の高さ）

○ H≦HL+R　のとき
( )∑ ∑== Zg2dZBL2CdQQ ････

○ HL+R<H<HL+1.8･R　のとき
この区間は、　H=HL+R での Q と H=HL+1.8・R
での Q を用いて直線近似

○ HL+1.8･R≦H　のとき

( ) ( )R5.0HLHg22/Rπ1CQ 2 ････ −−=



（６）三重県「宅地等開発事業に関する技術マニュアル-洪水調整池」(平成１６年度)による降雨パターンに

対応(オプション) 

これまで三重県の同マニュアルによる放流量の計算式には対応していましたが、今回、同マニュアル記載

の８降雨パターン(登録済みで即読み込み可)と２８降雨倍率に対応しました。８パターンは、１０分間雨

量で登録しており、洪水到達時間や計算ピッチが１０分と異なる場合の雨量の分割・統合等の計算はすべ

て自動計算されます。

（７）その他 

○自動計算を解除する機能を追加

これまで、自動計算を行った後、元のデータで再度計算したい場合は、もう一度同じデータを読み

込む必要がありましたが、解除ボタンを押すだけで元データを計算し結果を表示します。

○設計の種類ごとに入力の手順を示した「設計ガイド」を設けました。

２．その他の計算において 

（１）洪水吐および非越流部天端高の設計における機能追加 

年超過確率雨量の算出に当たっては、１００年確率の１.２倍としていましたが、２００年確率では、
１.０倍にしたいとのご要望により、倍率を入力できるようにしました。 

価 格

○新規購入価格

BOCHO1 For Windows32 Ver4.0······································· ¥315,000 （本体価格 ¥300,000） 
オプション ····································································各 ¥52,500 （本体価格  ¥50,000） 
厳密解法

・外水位（河川水位）の影響を考慮した計算

・放流施設使用基準 ①静岡県富士市の指導（雨降後のオリフィス高変更）

②三重県の流量公式･降雨パターン対応

・降雨強度式 ①長野県

②近畿地方整備局

・流出ハイドロ算定式 三角形単位図法（札幌市）

・熊本県土木部河川課によるピークカット法に対応

簡 便 法
・放流施設使用基準：静岡県土地利用事業の適正化に関する指導要綱による計算

○バージョンアップ費用

BOCHO1 For Windows32 Ver3.5→Ver4.0··························· ¥52,500 （本体価格  ¥50,000） 
BOCHO1 For Windows32 Ver3.0→Ver4.0··························· ¥84,000 （本体価格  ¥80,000） 
BOCHO1 For Windows32 Ver2.0,2.5→Ver4.0··················· ¥126,000 （本体価格 ¥120,000） 

※BOCHO1 For Windows32 Ver2.0のバージョンアップの適用期限は平成 18 年 12 月末日までで、以降は
新規購入となります。また、Ver 2.5は平成 18 年 12 月末日で、サポートを終了させていただきます。 

※マニュアルはシステムの中に PDF ファイルで入っております。製本したものが必要な場合は有料 
¥3,150(本体価格 ¥3,000)となります。
※プロテクトについて 

BOCHO1 For Windows32 Ver4.0は、バージョンアップ時に、お手元のプロテクトのバージョンをインタ
ーネットを介して、バージョン 4.0 へ書き換えていただくことになります。書き換え後も、書き換え前の

バージョンを利用することができます。 

BOCHO1 For Windows32 Ver4.0は 36 ピンのプロテクトには対応しておりません。「USB キー」への切り
替えが必要となります。切り替えにはプロテクト代金として別途 5,250 円（税込）かかります。 

なお、出荷開始は９月中旬を予定しております。 

２００６年９月 

お問い合わせは 


